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1. 先天性空腸閉鎖症の一治験例
柏原英彦
比較的まれで死亡率の高い先天性空腸閉鎖症の 1治験
例を経験したので報告する。症例。生後 7日の男児。主
訴は日匝吐および腹部膨隆。正常産，生下時体重 3400g， 
生後 2日目より羊水を含む幅吐あり，その後胆汁性糞臭
ある幅吐出現。毎日少量の灰白色便を排出。腹部膨隆し
て来たので来院。入院時所見。脱水著明で顔貌は老人様，
皮膚黄痘著明。上腹部膨隆著明で筋緊張不良，腫1曹は触
れない。腹部単純撮影では上腹部にニーボーが見られ，
消化管撮影により空腸上部の造影剤の完全通過障害を認
め，先天性空腸閉鎖症と診断し即日手術施行。開腹所見
は胃・十二指腸は著明に拡張し Treiz靭帯より約lOcm
の部位で Microdarmに移行し，用手的に移行部の閉
鎖を確認した。閉鎖部を切除する事なし閉鎖部の口側
と匹門側を側々に吻合した。術後経過は極めて良好で術
後 3ヵ月の現在良好な発育を示している。
以上，本症を報告すると共にいささか文献的考察を加
えた。
2. 競輪用ヘルメット着用者の後頭寓硬膜外血腫の一
治験例
篠崎良一，牧野博安
外傷性後頭蓋簡硬膜外血腫を，独立の疾患として記載 
Lたのは， Co1eman & Thomson (1941年)が最初で
あるが，当血腫と推定される症例は，すでに Wharton 
(1901年)が報告しており， これが文献上最初のものと
思われる。初期における報告は，剖検例が主であった
が手術的に血腫を除去し，治癒した例は Coleman & 
Thomson (1941年)の 9才の幼児の急性例が最初であ
る。
当血腫は，はなはだまれなものであり，テント上血腫
に比し，その診断は必ずしも容易で、なく，しかもこれを
放置すれば，脳幹に対する圧迫により急速に死亡するの
で，早期に適確な診断が望まれる。 
最近，千大第二外科教室で，当血腫 l例を経験したの
で，症例を報告すると同時に，文献的考察を加えようと
思う。 
3. 噴門筋腫の一治験例
鄭振義
良性腫蕩である胃筋腫は胃ポリープについで多いが，
外国では 1762年 Morgagniが，本邦では 1903年望月
の報告が最初である。昭 42.12まで本邦では 208の報告
例が見られる。数室では昭 34.4. 1...，昭 42.12. 8，胃切
除 27日例中，腫湯 1211例，非腫虜 1504例。悪性腫虜
は 90.3%，良性腫、虜は 9.7%である。 胃良性腫虜にたい
する筋腫の頻度は本邦諸家の報告では外国の報告にくら
べ，きわめて少なく， 教室ではさらに少な<8.7%であ
る。噴門部における発生頻度は諸家の報告では 10%以
下であり，本邦集計症例でも 15%にすぎないが教室で
は55%と過半数以上を占めているのが目立つ。症例は 
50才の女で臨床症状は空腹時心宮部痛。胃 X線および
内視鏡的検査により噴門筋腫と診断，腹腔内下部食道噴
門切除，食道空腸 F型吻合兼胃痩造設術を施行。術後経
過順調で第 38病日に全治限院した。刷出標本では噴門 
小雪側後壁に 3X3.5X2cmの内向性発育を示す腫癌が
あ}J，組織学的には平滑筋腫であった。
4. 十二指腸癌の一例
落合武徳 
48才女性の十二指腸癌の一例を報告した。主訴は半
月前からの幅吐で， レ線検査で十二指腸腫療と診断した
が，尿量少なく BUN55mgjdlとなり，腹膜濯流を 16
日間施行したが，幅吐激しく，状態悪化し死亡した。剖
検により乳頭下 3cmに3x4cmの乳噴状腫癌があり，
組織学的に乳頭状腺癌であった。 1967年 7月現在本邦に
おける広義の十二指腸癌は 237例，乳頭部癌を除いた狭
義の十二指腸癌は 74例である。当科において昭和 34年
以降 2例の狭義の十二指腸癌があり，開腹術施行例に対
する頻度は 0.005%である。狭義の十二指腸癌本邦 74例
